
提

出

者

山

田

敏

雅

平
成
十
四
年
二
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

三

〇

号

外
国
人
技
能
実
習
生
に
か
か
る
厚
生
年
金
保
険
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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外
国
人
技
能
実
習
生
に
か
か
る
厚
生
年
金
保
険
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
の
厚
生
年
金
制
度
で
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
は
外
国
人
労
働
者
と
し
て
加
入
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
問
題

点
が
あ
り
、
改
正
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
以
下
の
と
お
り
政
府
と
し
て
の
見
解
を
質
問
す
る
。

一

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
よ
り
入
国
し
た
外
国
人
研
修
生
は
、
一
定
の
研
修
の
後
二
年
の
技
能
実
習
生
（
在
留
資
格
特
定

活
動
）
に
移
行
し
、
最
大
三
年
間
の
滞
在
が
許
可
さ
れ
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
の
二
）
、
そ
の
後
母
国
に

帰
り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
経
済
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
我
が
国
の
「
厚
生
年
金
保
険
」
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
規
定
の
保
険
料
を
払
い
、
帰
国
時
に
は
一
時

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

（
例
）

技
能
実
習
生

月
額
手
当

一
六
〇
、
〇
〇
〇
円
の
場
合

●
一
ヶ
月

厚
生
年
金
保
険
料

二
七
、
七
六
〇
円
（
個
人
一
三
、
八
八
〇
円
＋
事
業
主
一
三
、
八
八
〇
円
）

●
帰
国
ま
で
（
二
四
ヶ
月
）
の
厚
生
年
金
保
険
料

六
六
六
、
二
四
〇
円
（
二
七
、
七
六
〇
×
二
四
）

●
脱
退
（
帰
国
時
）
一
時
金

三
二
〇
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
手
当
の
二
倍
）

個
人
に
の
み
給
付

一



こ
の
例
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
短
期
残
留
で
あ
る
外
国
人
実
習
生
に
つ
い
て
は
、
脱
退
一
時
金
が
支
払
わ
れ
る

と
は
言
え
、
そ
の
返
金
が
不
十
分
か
つ
、
事
業
主
に
お
い
て
は
、
上
記
制
度
は
、
直
接
に
年
金
と
は
結
び
つ
か
ず
、
不
当
に

思
わ
れ
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
外
国
人
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
は
厚
生
年
金
へ
の
加
入
に
つ
い
て
免
除
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
如
何
か
。

右
質
問
す
る
。

二


